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は
じ
め
に

　
「
南
遷
」
は
、
中
国
人
作
家
郁
達
夫
の
第
一
創
作
集
『
沈
淪
』（
一
九
二
一
）
に
収

録
さ
れ
た
三
編
の
短
編
小
説
の
一
つ
で
あ
る
。
作
品
の
時
代
背
景
は
、
大
正
九
年

（
一
九
二
〇
）
二
月
下
旬
か
ら
三
月
に
か
け
て
で
あ
る
。
小
説
で
は
、
胸
を
患
い
、

房
総
半
島
の
北
条
へ
行
っ
て
転
地
療
養
を
し
て
い
る
と
き
、
同
じ
く
肺
結
核
で
療
養

中
の
女
学
生
Ｏ
に
惹
か
れ
、
淡
い
恋
心
を
抱
き
な
が
ら
も
、
実
ら
な
い
愛
に
苦
悩
す

る
中
国
人
留
学
生
伊
人
が
描
か
れ
て
い
る
。
対
照
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
伊
人

と
下
宿
先
の
若
い
人
妻
と
の
「
恋
」
が
回
想
さ
れ
て
い
る
。

　

郁
達
夫
（
一
八
九
六
〜
一
九
四
五
）
は
、
名
は
文
、
字
は
達
夫
、
一
八
九
六
年

十
二
月
七
日
に
浙
江
省
富
陽
県
満
州
弄
に
あ
る
知
識
人
の
家
庭
に
生
ま
れ
た
。
幼
少

よ
り
学
才
に
秀
で
て
お
り
、
七
歳
の
時
に
塾
に
入
り
、
一
九
一
三
年
九
月
、
長
兄
に

従
っ
て
日
本
へ
留
学
、
一
高
の
予
備
門
を
経
て
、
一
九
一
五
年
か
ら
四
年
間
八
高
で

学
び
、
一
九
一
九
年
十
一
月
、
東
京
帝
国
大
学
経
済
学
部
に
入
学
し
た
。
専
攻
は
経

済
だ
が
、
文
学
作
品
を
好
み
、
留
学
中
に
数
多
く
の
作
品
を
耽
読
し
、
一
九
二
一
年

に
郭
沫
若
、
成
仿
吾
、
張
資
平
、
鄭
伯
奇
ら
と
文
学
団
体
「
創
造
社
」
を
結
成
、
創

作
を
始
め
る
。
同
年
九
月
、
上
海
に
戻
り
、『
創
造
』
季
刊
の
発
刊
に
取
り
か
か
り
、

十
月
に
最
初
の
短
編
小
説
集
『
沈
淪
』
を
発
表
し
た
①
。『
沈
淪
』
は
「
沈
淪
」、「
南

遷
」、「
銀
灰
色
的
死
」②
三
編
か
ら
成
る
、
中
国
近
代
文
学
史
上
最
初
の
短
編
小
説

集
で
あ
る
。
こ
の
一
連
の
作
品
は
、
日
本
に
留
学
中
の
病
的
な
青
年
の
心
の
悩
み
を

告
白
し
た
私
小
説
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。『
沈
淪
』
は
発
表
後
、
大
い
に
反
響
を

呼
び
、
発
売
当
時
、
二
万
冊
と
い
う
部
数
を
記
録
し
た
が
、
一
方
で
そ
の
大
胆
な
性

の
告
白
に
、
上
海
の
文
壇
か
ら
た
ち
ま
ち
非
難
が
集
中
し
た
。

　
「
南
遷
」
は
、
房
総
半
島
を
舞
台
と
す
る
作
品
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
長
い

間
、「
沈
淪
」
の
陰
に
隠
れ
て
、「
沈
淪
」
や
「
銀
灰
色
的
死
」
と
同
じ
よ
う
に
、
孤

独
の
中
で
異
性
に
慰
め
を
求
め
、
青
春
の
煩
悶
に
苛
ま
れ
、
苦
悩
す
る
一
人
の
中
国

人
留
学
生
の
心
情
の
記
録
と
し
て
多
く
論
じ
ら
れ
、
い
わ
ば
延
長
線
上
の
作
品
に
過

ぎ
な
い
と
い
う
観
点
で
扱
わ
れ
て
き
た
。
そ
こ
で
、
作
品
の
舞
台
と
な
る
北
条
（
館

山
）
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
問
題
視
さ
れ
な
か
っ
た
。
近
年
、
高
橋
み
つ
る
氏
が
「
郁

達
夫
『
南
遷
』
の
背
景
―
館
山
・
コ
ル
バ
ン
夫
人
・
北
条
教
会
―
」（『
愛
知
教
育

大
学
』
二
〇
〇
三
年
三
月
）
で
、
作
品
の
舞
台
に
ま
つ
わ
る
背
景
や
キ
リ
ス
ト
教
関

連
の
こ
と
を
考
証
し
、
興
味
あ
る
内
容
を
示
唆
し
た
。

　

本
稿
は
、
す
で
に
先
行
研
究
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
「
南
遷
」
の
舞
台
と
な
る

館
山
に
ま
つ
わ
る
人
物
と
事
柄
に
関
心
を
寄
せ
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
論
じ
ら

れ
て
来
な
か
っ
た
房
総
の
風
景
と
人
々
、
お
よ
び
作
者
の
心
情
に
大
き
な
陰
を
落
と

し
た
時
代
背
景
を
中
心
に
考
え
、
作
品
の
構
成
を
論
じ
て
み
た
い
。

一
、
房
総
の
風
景

　
「
南
遷
」
の
冒
頭
に
、「
も
し
日
本
の
地
図
を
開
い
て
見
れ
ば
、
東
京
湾
の
東
南
に

ひ
ょ
う
た
ん
の
よ
う
な
半
島
が
あ
り
、
広
大
な
太
平
洋
に
浮
か
ん
で
い
る
。
こ
れ
は

す
な
わ
ち
か
の
有
名
な
房
総
半
島
だ
！
」（『
郁
達
夫
小
説
全
編
』
所
収
、
浙
江
文
芸

郁
達
夫
の
「
南
遷
」
に
描
か
れ
た

　
　
　
　
　
　
房
総
の
風
景
と
人
々

欒
　
　
殿
武
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郁達夫の「南遷」に描かれた房総の風景と人々

出
版
社
、
一
九
八
九
年
一
〇
月
、
六
五
頁
、
引
用
者
訳
）
と
、
鳥
瞰
の
視
点
か
ら
房

総
半
島
の
地
理
位
置
を
説
明
す
る
く
だ
り
が
あ
る
。
本
来
、
地
図
は
上
空
か
ら
見
た

地
上
の
地
形
の
た
め
、
平
板
で
面
白
味
に
欠
け
る
も
の
だ
が
、
郁
達
夫
の
発
想
は
奇

抜
で
、
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。
確
か
に
房
総
の
地
図
を
逆
さ
ま
に
す
れ
ば
、
房
総
半
島

は
ひ
ょ
う
た
ん
の
形
に
見
え
る
。
こ
の
斬
新
な
視
点
は
、
郁
達
夫
の
生
ま
れ
故
郷
の

中
国
文
化
に
よ
っ
て
培
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

中
国
で
は
、
ひ
ょ
う
た
ん
は
歴
史
的
に
最
も
早
い
時
期
か
ら
栽
培
さ
れ
て
き
た
植

物
の
一
つ
で
、
食
用
、
薬
用
の
ほ
か
、
穀
物
や
液
体
を
入
れ
る
容
器
と
し
て
広
く
使

わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
ひ
ょ
う
た
ん
は
疫
病
神
な
ど
の
邪
鬼
を
中
に
吸
い
込
む
呪
力

を
持
つ
も
の
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
た
め
、
魔
よ
け
と
し
て
、
旧
正
月
や
端
午
の
節
句

に
飾
っ
た
り
す
る
風
習
が
あ
っ
た
。『
西
遊
記
』
の
孫
悟
空
が
ひ
ょ
う
た
ん
の
な
か

に
吸
い
込
ま
れ
た
り
す
る
こ
と
は
そ
の
信
仰
の
一
例
で
あ
る
。
道
教
の
鉄
拐
李
仙
人

は
常
に
ひ
ょ
う
た
ん
を
携
帯
し
、
そ
の
霊
気
で
不
老
長
寿
を
保
っ
た
と
言
わ
れ
、
ま

た
仙
人
た
ち
の
ひ
ょ
う
た
ん
の
中
に
は
仙
薬
が
入
っ
て
い
る
と
信
じ
ら
れ
、
長
寿
の

縁
起
物
と
し
て
も
古
く
か
ら
一
般
庶
民
に
愛
用
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
古
い
と
こ
ろ

で
は
、
人
類
の
祖
先
で
あ
る
伏
羲
と
女
禍
が
ひ
ょ
う
た
ん
か
ら
生
ま
れ
た
と
の
神
話

伝
説
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
ひ
ょ
う
た
ん
の
中
に
異
世
界
が
存
在
す
る
と
い
う

考
え
に
基
づ
い
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
中
国
で
は
、
伝
統
的
に
ひ
ょ
う
た
ん
が
日
常
生
活
や
土
俗
信
仰

に
関
わ
り
の
多
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
民
間
の
説
話
に
ひ
ょ
う
た
ん
を
題

材
と
す
る
話
も
多
く
現
わ
れ
た
。
郁
達
夫
が
わ
ざ
わ
ざ
房
総
半
島
を
ひ
ょ
う
た
ん

に
見
立
て
た
の
は
、
形
が
似
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
ひ
ょ
う
た
ん
の
中
に
あ
る
ユ
ー

ト
ピ
ア
の
よ
う
な
館
山
へ
行
き
、
病
魔
に
む
し
ば
ま
れ
た
身
体
を
休
ま
せ
よ
う
と

す
る
期
待
も
大
き
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
気
持
ち
は
次
の
よ
う
な
言
葉
で
語

ら
れ
て
い
る
。

　

安
房
半
島
は
、
地
中
海
の
長
靴
島
ほ
ど
風
光
明
媚
で
は
な
い
が
、
打
ち
寄
せ
て

く
る
波
、
透
き
通
る
青
空
、
穏
や
か
な
空
気
、
な
だ
ら
か
な
山
、
海
岸
の
網
と
村

落
の
住
民
、
こ
れ
ら
す
べ
て
が
南
欧
の
海
岸
そ
っ
く
り
で
、
旅
人
に
異
郷
に
い
る

憂
い
を
忘
れ
さ
せ
る
。
も
し
英
語
で
言
い
表
す
な
ら
ば
、
す
な
わ
ちH

ospitable, 
inviting dream

-land of the rom
antic age

（
中
世
ロ
マ
ン
時
代
の
よ
う
な
純
朴

な
田
舎
、
山
紫
水
明
の
仙
境
）
の
よ
う
だ
。 

同
前　

六
五
頁

　

周
知
の
よ
う
に
、「
地
中
海
の
長
靴
島
」
と
い
う
の
は
、
地
中
海
で
最
も
大
き
な

島
で
、
長
靴
の
よ
う
な
形
を
し
た
イ
タ
リ
ア
半
島
の
つ
ま
先
に
浮
か
ぶ
シ
チ
リ
ア
島

を
指
す
。
こ
の
島
は
自
然
に
恵
ま
れ
、
太
陽
の
光
が
燦
々
と
輝
き
、
花
が
咲
き
乱

れ
、
オ
レ
ン
ジ
や
レ
モ
ン
が
た
わ
わ
に
実
る
魅
力
的
な
島
で
あ
る
。
む
ろ
ん
郁
達
夫

は
イ
タ
リ
ア
の
土
を
踏
ん
だ
こ
と
が
な
く
、「
地
中
海
の
長
靴
島
」
の
風
景
に
対
す

る
印
象
は
、
実
体
験
に
基
づ
い
た
感
想
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
彼
が
愛
読
し
た
浪
漫

派
の
作
品
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。「H

ospitable, inviting dream
-land of 

the rom
antic age

（
中
世
ロ
マ
ン
時
代
の
よ
う
な
純
朴
な
田
舎
、
山
紫
水
明
の
仙
境
）」

と
い
う
表
現
に
は
、
明
ら
か
に
中
世
回
帰
の
思
想
の
痕
が
見
ら
れ
る
。

　

冒
頭
の
風
景
描
写
は
読
者
に
主
人
公
と
同
じ
く
房
総
半
島
で
の
休
養
を
期
待
さ
せ

る
。
主
人
公
伊
人
の
目
に
映
る
房
総
半
島
の
最
初
の
風
景
は
、
次
ぎ
の
よ
う
に
描
か

れ
て
い
る
。

　

房
州
に
至
る
道
は
平
坦
な
田
野
の
間
に
引
か
れ
た
小
さ
な
鉄
道
で
、
線
路
の
両

側
に
は
、
片
方
に
海
、
片
方
に
山
で
あ
る
か
、
片
側
に
枯
れ
た
木
々
、
片
側
に
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荒
れ
た
荒
野
で
あ
る
。
喧
噪
な
東
京
で
、
失
望
傷
心
の
極
み
に
至
っ
た
神
経
過

敏
な
青
年
が
、
こ
の
田
園
の
空
気
を
吸
う
と
、
思
わ
ず
一
種
の
快
感
を
覚
え
た
。

伊
人
が
房
州
に
着
い
た
最
初
の
気
分
は
、
お
の
ず
と
非
常
に
軽
快
で
あ
っ
た
。

伊
人
が
汽
車
を
降
り
た
あ
と
、
目
の
当
た
り
に
し
た
四
方
の
松
林
、
幾
筋
か
の

薄
雲
が
漂
っ
て
い
る
青
空
、
広
い
空
き
地
に
ゆ
ら
め
く
太
陽
の
光
、
駅
前
の
店

で
ひ
っ
そ
り
と
帳
場
の
カ
ウ
ン
タ
ー
の
前
に
坐
っ
た
数
人
の
純
朴
な
商
人
た
ち
、

ま
る
で
十
八
世
紀
の
田
舎
に
迷
い
込
ん
だ
か
の
よ
う
な
気
が
し
た
。
ア
レ
ク
ザ

ン
ダ
ー
・
ス
ミ
ス
の
『
村
落
の
文
章
』
に
描
か
れ
たD

ream
thorp

が
、
あ
た
か

も
こ
の
東
海
の
小
島
の
東
南
の
角
に
移
さ
れ
て
き
た
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

 

同
前　

七
一
頁

　

東
京
は
富
国
強
兵
と
殖
産
興
業
が
優
先
さ
れ
た
近
代
日
本
の
縮
図
の
よ
う
な
場
所

で
、
生
活
の
糧
を
得
る
た
め
に
大
勢
の
人
々
が
ひ
し
め
く
都
市
で
あ
る
が
、
そ
の
頃

の
館
山
に
は
、
近
代
文
明
の
象
徴
で
あ
る
鉄
道
こ
そ
引
か
れ
た
も
の
の
、
ま
だ
人
間

の
手
に
侵
さ
れ
て
い
な
い
自
然
が
残
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
館
山
に
着
い
た
ば
か

り
の
伊
人
に
と
っ
て
は
、
房
総
の
風
景
は
空
気
が
美
味
し
く
、
自
然
豊
か
で
、
人
間

も
純
朴
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
近
代
文
明
に
穢
さ
れ
ず
に
残
っ
た
、
希
望
の
あ
ふ

れ
た
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

理
想
郷
は
風
景
の
集
団
的
表
象
で
あ
る
が
、
作
品
の
冒
頭
に
描
か
れ
た
理
想
郷
の

風
景
は
、
松
の
下
の
古
家
、
翠
屏
の
よ
う
な
山
々
、
白
い
雲
な
ど
、
南
画
や
漢
詩
の

中
で
表
現
さ
れ
た
よ
う
な
、
東
洋
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
く
、
随
所
に
彼
の
脳
裏
に

想
像
さ
れ
て
い
る
、
文
学
作
品
か
ら
得
ら
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
風
景
で
あ
る
。

　

第
一
印
象
だ
け
で
は
な
い
。
翌
日
の
朝
、
起
床
後
の
伊
人
が
見
た
景
色
も
、
癒
し

と
感
動
の
あ
ふ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

真
っ
赤
な
陽
光
が
砂
浜
の
雑
木
林
を
照
ら
し
て
い
る
。
南
向
き
の
窓
を
開
け
て

見
れ
ば
、
周
り
の
空
き
地
の
草
む
ら
が
健
全
な
太
陽
の
光
に
覆
わ
れ
て
、
限
り
な

く
広
が
る
大
空
の
下
に
横
た
わ
っ
て
い
る
。（
中
略
）
周
囲
を
見
渡
せ
ば
、
広
大

な
青
空
、
遠
く
と
近
く
に
散
在
し
て
い
る
人
家
、
林
、
空
き
地
、
鉄
道
、
小
道

が
す
べ
て
太
陽
の
光
に
浸
っ
て
お
り
、
生
気
に
あ
ふ
れ
、
い
か
に
も
ほ
ほ
え
ん

で
い
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
彼
は
思
い
っ
き
り
さ
わ
や
か
な
空
気
を
身
体
い
っ

ぱ
い
に
吸
い
、
自
分
の
体
中
が
生
き
返
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
、
笑
み
を
浮
か
べ

て
い
る
。
彼
は
自
分
自
身
に
「
春
が
来
た
。
あ
あ
、Frühling ist gekom

m
en!

」

と
言
い
聞
か
せ
た
。 

同
前　

七
五
頁

　

伊
人
は
、
欺
瞞
、
差
別
、
失
望
と
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
に
苛
ま
れ
る
東
京
を
離
れ
、

太
陽
と
緑
に
包
ま
れ
て
、
ひ
ょ
う
た
ん
の
中
に
あ
る
理
想
郷
に
身
を
置
き
、
つ
か
の

間
と
は
い
え
、
過
去
の
不
愉
快
や
身
体
の
病
魔
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
散
歩
に

出
か
け
た
彼
は
、
二
人
の
日
本
人
の
学
生
を
見
か
け
、
し
ば
ら
く
雑
談
を
交
わ
し
た

が
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。
さ
ら
に
、
周
辺
を
散
策
し
、
砂
浜
に
足
を
踏
み

入
れ
た
。
こ
の
時
の
風
景
は
、
依
然
と
し
て
美
し
か
っ
た
。
朝
の
砂
浜
は
波
が
静
か

に
打
ち
寄
せ
、
水
平
線
を
眺
め
れ
ば
、
伊
人
は
誰
も
い
な
い
海
岸
の
風
景
を
発
見
し

た
。

　

萱
葺
き
家
の
庭
を
通
っ
て
、
松
の
木
の
長
い
影
を
踏
み
な
が
ら
、
さ
ら
に
二
三

歩
踏
み
出
せ
ば
も
う
砂
浜
で
あ
っ
た
。
静
か
な
海
岸
に
は
人
影
も
な
く
、
穏
や

か
な
日
の
光
が
降
り
注
い
で
い
た
。
海
水
が
太
陽
の
光
を
反
射
し
て
、
ま
る
で

微
笑
ん
で
い
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
砂
の
上
に
幾
筋
か
人
の
足
跡
が
つ
い
て
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あ
っ
た
。
遠
く
東
の
方
を
眺
め
る
と
、
幾
つ
か
の
集
落
、
何
軒
か
の
漁
師
家
が

空
気
中
に
浮
か
ん
で
い
て
、
透
き
通
っ
た
空
気
が
林
の
木
々
や
家
の
屋
根
を
包

ん
で
い
た
。 

同
前　

七
七
頁

　

右
の
よ
う
な
牧
歌
的
な
風
景
だ
け
で
な
く
、「
六
の
崖
上
」
に
小
雨
の
降
り
し
き

る
な
か
、
Ｏ
を
見
舞
い
に
行
く
場
面
が
描
か
れ
た
。
こ
の
風
景
は
、
前
に
た
び
た
び

比
較
さ
れ
た
よ
う
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
景
色
で
は
な
く
、「
小
雨
が
そ
ぼ
降
り
、
家
屋
、

林
、
海
岸
が
か
す
ん
で
い
て
、
ま
る
で
水
墨
画
の
よ
う
だ
」
と
、
一
転
し
て
東
洋

的
な
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な
雰
囲
気
で
あ
る
。
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
当
時
の
館
山

周
辺
の
天
気
情
報
の
記
録
③

を
見
て
み
る
と
、
二
月
は
降
雨
量
一
八
九
・
九
㎜
、
湿

度
六
九
％
、
平
均
気
温
四
・
五
℃
（
平
均
最
高
八
・
四
℃
、
平
均
最
低
一
・
三
℃
）、
日

照
率
四
三
％
で
あ
り
、
三
月
は
降
雨
量
一
六
七
・
六
㎜
、
湿
度
七
四
％
、
平
均
気
温

八
・
四
℃
（
平
均
最
高
一
二
・
一
℃
、
平
均
最
低
四
・
四
℃
）、
日
照
率
三
五
％
で
あ
っ

た
。
こ
の
デ
ー
タ
を
見
る
と
、
実
際
の
自
然
環
境
が
作
品
に
描
か
れ
て
い
た
状
況
よ

り
厳
し
い
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

風
景
を
一
つ
一
つ
追
っ
て
み
る
と
、
さ
わ
や
か
な
朝
（
肺
病
の
娘
）、
光
ま
ぶ
し

い
昼
の
砂
浜
、
誘
惑
的
な
午
後
（
婦
人
）、
富
士
山
の
眺
め
、
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
な

夕
方
の
海
岸
、
明
る
い
月
光
の
夜
、
小
雨
の
降
り
そ
そ
ぐ
寒
い
午
後
、
雨
後
の
朝
の

漁
村
、
海
の
景
色
、
北
条
の
夜
な
ど
、
主
人
公
伊
人
を
取
り
巻
く
景
色
の
空
間
的
文

脈
が
明
ら
か
に
存
在
し
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
風
景
描
写
か
ら
は
、
立
ち
上

る
里
の
炊
煙
や
漁
村
の
生
臭
い
匂
い
な
ど
の
生
活
風
景
が
抜
け
て
い
て
、
作
者
の
主

観
的
な
透
視
像
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
南
遷
」
に
描
か
れ
た
房
総
の
風
景
は
、
郁
達
夫
が
滞
在
し
た
か

つ
て
の
館
山
の
単
な
る
原
風
景
の
あ
り
の
ま
ま
の
す
が
た
で
は
な
く
、
作
者
が
意
識

的
に
誇
張
し
て
描
い
た
牧
歌
的
な
理
想
郷
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
理
想
郷
は
、
東

洋
的
な
い
わ
ゆ
る
「
山
紫
水
明
」「
白
砂
青
松
」「
桃
花
流
水
」
の
よ
う
な
桃
源
郷
で

は
な
い
。
郁
達
夫
は
東
洋
的
な
風
景
体
験
の
継
承
を
せ
ず
、
西
洋
の
浪
漫
派
の
手
法

を
取
り
入
れ
た
。
同
時
に
、
作
品
の
全
体
に
ち
り
ば
め
ら
れ
た
風
景
は
、
甘
美
な
田

園
詩
の
よ
う
な
風
景
描
写
と
主
人
公
の
対
照
的
な
心
情
の
対
照
を
現
し
て
い
る
よ
う

に
、
作
者
が
物
語
の
展
開
に
沿
っ
て
意
識
的
に
布
置
し
た
舞
台
背
景
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　
二
、
作
品
に
登
場
し
た
人
々

　
『
南
遷
』
の
登
場
人
物
を
見
る
と
、
伊
人
は
二
十
四
、五
歳
で
東
京
帝
国
大
学
の
学

生
、
Ｃ
夫
人
は
五
十
五
、六
歳
で
敬
虔
な
キ
リ
ス
ト
教
信
者
、
男
子
学
生
は
二
人
、

Ｂ
は
二
十
歳
前
後
で
東
京
高
等
商
業
学
校
の
学
生
、
Ｋ
は
二
十
六
、七
歳
で
神
学
校

進
学
前
の
学
生
、
女
子
学
生
は
三
人
、
Ｏ
は
十
六
、七
歳
で
上
野
の
音
楽
学
校
の
女

学
生
で
あ
り
、
ほ
か
の
二
人
は
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
や
は
り
学
生
で
あ

る
。

　

ま
ず
主
人
公
「
伊
人
」
の
名
前
は
、
字
面
か
ら
見
て
分
か
り
や
す
い
よ
う
だ
が
、

は
っ
き
り
説
明
で
き
な
い
。『
新
華
詞
典
』
な
ど
の
辞
書
を
調
べ
て
み
る
と
、「
彼
の

人
、（
意
中
に
考
え
て
い
る
）
人
」
と
の
説
明
が
あ
る
が
、
や
は
り
要
領
を
得
な
い
。

し
か
し
、
郁
達
夫
が
か
つ
て
熟
読
し
た
漢
文
古
典
を
読
む
と
、「
伊
人
」
と
い
う
名

前
が
明
ら
か
に
『
詩
経
』
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
例
え
ば
、「
秦
風
」

の
「
蒹
葭
」
と
い
う
詩
に
は
、
次
の
三
段
の
詩
句
が
あ
る
。（
傍
線
は
著
者
）

　

蒹
葭
蒼
蒼
、
白
露
為
霜
。
所
謂
伊
人
、
在
水
一
方
。
遡
洄
従
之
、
道
阻
且
長
、
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遡
游
従
之
、
宛
在
水
中
央
。（
蒹
葭
蒼
蒼
た
り
、
白
露
霜
と
為
る
。
所
謂
伊
の
人

は
、
水
の
一
方
に
在
り
。
遡
洄
し
て
之
に
従
え
ば
、
道
は
阻
に
し
て
且
つ
長
し
、

遡
游
し
て
之
に
従
え
ば
、
宛
と
し
て
水
の
中
央
に
在
あ
り
。）

　

蒹
葭
淒
淒
、
白
露
未
晞
。
所
謂
伊
人
、
在
水
之
湄
。
遡
洄
従
之
、
道
阻
且
躋
。

遡
游
従
之
、
宛
在
水
中
坻
。（
蒹
葭
淒
淒
た
り
、
白
露
未
だ
晞
か
ず
。
所
謂
伊
の

人
は
、
水
の
湄
に
在
あ
り
。
遡
洄
し
て
之
に
従
え
ば
、
道
は
阻
に
し
て
且
つ
躋
る
。

遡
游
し
て
之
に
従
え
ば
、
宛
と
し
て
水
の
中
坻
に
在
り
。）

　

蒹
葭
采
采
、
白
露
未
巳
。
所
謂
伊
人
、
在
水
之
涘
。
遡
洄
従
之
、
道
阻
且
右
、

遡
游
従
之
、
宛
在
水
中
沚
。（
蒹
葭
采
采
た
り
、
白
露
未
だ
巳
ま
ず
。
所
謂
伊
の

人
は
、
水
の
涘
に
在
り
。
遡
洄
し
て
之
に
従
え
ば
、
道
は
阻
に
し
て
且
つ
右
す
、

遡
游
し
て
之
に
従
え
ば
、
宛
と
し
て
水
の
中
沚
に
在
り
。）

　

詩
に
お
け
る
伊
人
に
つ
い
て
は
、『
四
庫
全
書
』
を
調
べ
る
と
、『
詩
補
伝
』
で

は
、「
伊
人
謂
彼
国
人
也
」、『
続
呂
氏
家
塾
読
詩
記
巻
一
』
で
は
、「
伊
人
者
習
礼
之

人
也
」、『
段
氏
毛
詩
集
解
』
に
お
い
て
は
、「
伊
人
指
賢
者
也
」、『
読
詩
私
記
』
の

「
秦
風
考
」
で
は
、「
伊
人
知
礼
義
之
人
也
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
解
釈
を

総
合
し
て
考
え
る
と
、「
伊
人
」
と
い
う
の
は
賢
く
教
養
も
あ
り
な
が
ら
孤
高
の
異

国
人
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
付
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
伊
人
が
房
州
で
身
を
寄
せ
た
療
養
先
の
主
人
Ｃ
夫
人
に
つ
い
て
は
、
高
橋

み
つ
る
氏
は
す
で
に
「
郁
達
夫
『
南
遷
』
の
背
景
―
館
山
・
コ
ル
バ
ン
夫
人
・
北

条
教
会
―
」（
前
出
）
で
、「
明
治
末
か
ら
昭
和
に
か
け
て
房
州
の
医
療
伝
道
に
大
き

な
足
跡
を
残
し
た
コ
ル
バ
ン
夫
人
を
モ
デ
ル
と
し
た
も
の
で
あ
る
」
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。

　

コ
ル
バ
ン
夫
人
（M

rs.Sophia Ellen Colborne

）
は
、
八
幡
海
岸
に
結
核
療
養

の
た
め
の
療
養
所
「
コ
ル
バ
ン
ホ
ー
ム
」
を
建
て
、
北
条
町
の
キ
リ
ス
ト
教
会
（
後

の
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
）
で
伝
道
に
尽
力
し
た
人
物
で
、
南
三
原
に
教
会
と
幼
稚
園
を

設
立
し
、
キ
リ
ス
ト
教
を
伝
道
す
る
と
と
も
に
、
安
房
地
方
の
幼
児
教
育
に
貢
献
し

た
た
め
に
、
没
後
、
和
田
幼
稚
園
内
に
彰
徳
の
碑
が
建
立
さ
れ
た
。
し
か
し
、
長
い

間
、
地
元
や
教
会
の
関
係
者
④
を
除
き
、
あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

偶
然
に
も
石
川
啄
木
の
未
亡
人
で
あ
る
身
重
の
節
子
夫
人
を
八
幡
海
岸
の
片
山
か

の
宅
に
紹
介
し
、
世
話
を
し
た
こ
と
か
ら
、
当
時
の
こ
と
を
回
想
す
る
文
章
で
コ
ル

バ
ン
夫
人
に
触
れ
て
い
る
⑤
。
近
年
、
コ
ル
バ
ン
夫
人
は
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
ら
れ
、
俄
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
⑥
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

文
章
で
は
、
敬
虔
な
キ
リ
ス
ト
教
信
者
、
も
し
く
は
私
財
を
投
じ
て
肺
結
核
患
者
の

回
復
に
全
力
を
尽
く
す
よ
う
な
献
身
的
な
人
物
、
い
わ
ば
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の
よ
う
な

聖
な
る
人
間
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

　

コ
ル
バ
ン
夫
人
は
「
南
遷
」
に
お
い
て
は
副
次
的
な
人
物
で
、
細
や
か
な
性
格
描

写
が
な
く
、
作
品
の
み
で
読
み
取
れ
る
も
の
は
少
な
い
。
そ
も
そ
も
「
南
遷
」
は

「
沈
淪
」
と
同
じ
く
、
主
人
公
の
心
理
と
情
緒
の
変
化
に
つ
い
て
の
描
写
が
中
心
で
、

主
観
的
に
主
人
公
の
感
情
を
表
現
し
て
い
る
⑦
。
そ
こ
に
郁
達
夫
の
小
説
の
特
徴
が

鮮
明
に
現
わ
れ
て
い
る
。
コ
ル
バ
ン
夫
人
は
作
品
の
中
で
聖
職
者
と
し
て
ば
か
り
で

な
く
、
生
活
者
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
伊
人
は
東
京
高
等
商
業
学
校
の

学
生
で
あ
る
Ｂ
と
い
う
人
物
の
ア
パ
ー
ト
に
引
っ
越
し
、
一
緒
に
住
む
こ
と
の
可
能

性
に
つ
い
て
相
談
を
持
ち
か
け
た
と
き
、
Ｂ
は
「
Ｃ
夫
人
は
有
名
な
け
ち
で
、
も
し

彼
女
の
と
こ
ろ
に
長
く
居
候
し
た
ら
、
嫌
が
ら
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
よ
」（
前
出   

八
一
頁
）
と
言
っ
た
く
だ
り
が
あ
る
。

　

コ
ル
バ
ン
夫
人
を
知
る
人
物
の
回
想
文
を
読
む
と
、
Ｂ
の
言
葉
を
傍
証
す
る
よ
う

な
エ
ピ
ソ
ー
ト
が
あ
る
。
コ
ル
バ
ン
幼
稚
園
の
園
児
だ
っ
た
方
⑧

の
話
に
よ
る
と
、
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「
松
田
の
家
で
養
鶏
業
を
し
て
い
た
時
、
ミ
セ
ス
・
コ
ル
バ
ン
は
毎
日
卵
を
買
い
に

来
た
。
そ
し
て
、
卵
を
な
ぜ
て
『
つ
る
つ
る
し
て
い
る
の
は
だ
め
、
ざ
ら
ざ
ら
し
て

い
る
卵
は
新
し
い
で
す
』
と
云
っ
て
買
っ
て
行
か
れ
た
」
と
い
う
。
こ
れ
を
見
て
も

分
か
る
よ
う
に
、
コ
ル
バ
ン
夫
人
は
き
わ
め
て
堅
実
な
生
活
者
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。

　

コ
ル
バ
ン
夫
人
の
年
譜
を
見
る
と
、
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
に
英
国
聖
公

会
宣
教
協
会
を
退
職
し
、
明
治
四
十
五
年
、
自
給
宣
教
師
と
し
て
再
来
日
し
た
。
こ

の
時
、
夫
の
コ
ル
バ
ン
医
師
は
す
で
に
脳
溢
血
を
患
わ
い
、
医
療
活
動
が
で
き
な
い

状
況
に
あ
り
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
年
）
二
月
に
と
う
と
う
病
死
し
て
し
ま
っ
た
。

未
亡
人
の
外
国
人
と
し
て
異
国
の
地
で
布
教
活
動
を
続
け
な
が
ら
、
生
活
し
て
い
く

た
め
に
は
、
強
靱
な
精
神
力
と
生
活
者
と
し
て
の
智
恵
が
必
要
で
あ
る
。
コ
ル
バ
ン

夫
人
が
ど
の
ぐ
ら
い
「
私
財
」
を
持
っ
て
い
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
手
段
で
収
入
を

得
て
生
活
を
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
不
明
な
点
が
多
い
。
し
か
し
、
結
核
療

養
の
た
め
の
療
養
所
「
コ
ル
バ
ン
ホ
ー
ム
」
が
、
す
べ
て
寄
付
や
個
人
の
私
財
に

よ
っ
て
経
営
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
し
、
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
成
瀬
政
男
氏

の
「
啄
木
夫
人
と
京
子
さ
ん
と
は
、
啄
木
の
死
ん
だ
あ
と
、
こ
の
コ
ル
バ
ン
夫
人
に

ひ
き
と
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
生
活
費
も
、
コ
ル
バ
ン
夫
人
か
ら
出
て
い
た
ら
し

い
」と
い
う
記
述
は
一
部
真
実
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
額
面
通
り
に
受
け
取
る

べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
コ
ル
バ
ン
夫
人
の
性
格
や
個
人
資
産
へ
の
詮
索

お
よ
び
そ
の
経
済
力
を
検
証
す
る
こ
と
は
、
本
稿
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

先
行
研
究
に
見
落
と
さ
れ
、
ま
た
往
々
に
し
て
神
化
さ
れ
た
コ
ル
バ
ン
夫
人
の
人
間

像
を
「
南
遷
」
を
通
じ
て
還
元
し
た
い
。

　
「
南
遷
」
に
は
二
人
の
男
子
学
生
が
登
場
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の
ひ
と
り
、
Ｋ

と
い
う
人
物
は
二
十
六
、七
歳
で
、
細
い
ワ
イ
ヤ
型
の
メ
ガ
ネ
を
か
け
、
ひ
げ
と
長

髪
を
蓄
え
、
神
学
校
進
学
前
の
学
生
で
あ
る
。
こ
の
人
物
は
、
神
に
帰
依
す
る
人
間

で
あ
り
な
が
ら
、
精
神
的
な
昇
華
を
求
め
ず
、
絶
語
、
絶
叫
な
ど
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

発
散
し
た
り
半
裸
で
雨
に
打
た
れ
る
よ
う
な
荒
行
を
し
た
り
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
奇

行
を
演
じ
た
。
そ
の
中
に
、
宗
教
の
倫
理
的
超
越
性
を
理
解
せ
ず
、
過
酷
な
苦
行
だ

け
に
終
始
す
る
Ｋ
の
言
動
を
通
し
て
、
日
本
人
を
批
判
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
特
に
、
Ｋ
の
話
し
た
英
語
は
、「D

o you undastand m
y Ingulish 

」
や
「Leto 

us speaku Ingulish heea-aftar 

」
の
ご
と
く
特
異
な
綴
り
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
英
語
の
表
記
は
、
日
本
人
の
英
語
の
発
音
の
癖
を
故
意
に
表
現
す
る
も
の
で
あ

る
。
そ
の
裏
に
Ｋ
を
始
め
と
す
る
民
族
的
偏
見
に
根
ざ
す
無
理
解
と
悪
意
を
抱
く
日

本
人
に
対
す
る
郁
達
夫
の
嘲
笑
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

伊
人
は
当
初
、
病
気
療
養
の
目
的
で
房
総
半
島
に
や
っ
て
来
て
、
自
然
に
ふ
れ
て
、

心
身
を
癒
し
て
い
た
が
、
自
分
の
演
説
に
対
す
る
Ｂ
の
反
論
と
Ｋ
の
礼
拝
に
お
け
る

批
判
に
よ
り
、
差
別
、
失
望
と
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
気
持
ち
が
蘇
り
、
憂
鬱
な
気
分

に
な
っ
て
し
ま
う
。
精
神
的
な
憂
鬱
に
加
え
、
身
体
も
再
び
病
魔
に
む
し
ば
ま
れ
て

し
ま
う
。

　

そ
も
そ
も
Ｋ
の
批
判
の
ほ
こ
先
は
、
Ｏ
に
引
か
れ
た
伊
人
の
言
動
で
あ
る
。
伊
人

は
同
じ
く
肺
結
核
で
療
養
中
の
女
学
生
Ｏ
に
惹
か
れ
、
恋
心
を
抱
き
な
が
ら
も
、
実

ら
な
い
愛
に
苦
悩
す
る
が
、
そ
の
根
底
に
は
、
孤
独
の
中
で
異
性
に
慰
め
を
求
め
、

憂
鬱
と
劣
等
感
ゆ
え
に
そ
の
気
持
ち
を
上
手
に
表
現
で
き
ず
、
青
春
の
煩
悶
に
苛
ま

れ
る
「
沈
淪
」
の
主
人
公
の
苦
悩
と
共
通
し
て
い
る
。
当
時
の
多
く
の
中
国
人
留
学

生
に
と
っ
て
は
、
ハ
イ
カ
ラ
で
清
楚
な
装
い
を
し
て
い
る
新
時
代
の
日
本
の
女
学
生

は
あ
こ
が
れ
の
対
象
で
あ
り
、
魅
力
的
な
恋
愛
の
対
象
で
あ
っ
た
。
日
本
は
、
清
国

よ
り
先
に
女
子
教
育
を
行
っ
た
た
め
、
東
京
の
中
流
家
庭
の
娘
は
女
学
校
に
通
う
よ

う
に
な
り
、
朝
と
午
後
、
女
学
生
の
登
校
と
下
校
の
姿
が
日
常
風
景
の
一
部
と
な
っ
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た
。
男
子
と
女
子
は
通
う
学
校
が
異
な
る
も
の
の
、
道
で
出
会
う
機
会
が
増
え
、
異

性
を
意
識
す
る
機
会
も
多
く
な
っ
た
。
女
子
学
生
は
、
明
治
時
代
に
は
じ
め
て
生
ま

れ
た
新
し
い
集
団
で
あ
り
、
明
治
三
十
二
年
に
公
布
さ
れ
た
高
等
女
学
校
令
に
よ

り
、
明
治
三
十
年
代
後
半
か
ら
、
個
性
の
あ
る
、
新
し
い
恋
愛
観
を
持
つ
女
学
生
が

急
増
し
、
留
学
生
と
出
会
う
チ
ャ
ン
ス
も
増
え
た
。

　

伊
人
は
、
ゲ
ー
テ
の
詩
や
小
説
を
好
む
文
学
青
年
だ
が
、
孤
独
に
苛
ま
れ
る
中
で
、

普
通
の
若
者
と
同
じ
よ
う
に
、
異
性
を
意
識
し
始
め
、
慰
め
や
愛
を
求
め
る
よ
う
に

な
る
。
Ｏ
は
十
六
、七
歳
で
上
野
の
音
楽
学
校
の
女
学
生
で
、
し
ば
し
ば
高
熱
を
出

す
重
症
の
肺
結
核
患
者
で
か
弱
い
女
性
で
あ
る
。
彼
女
は
、
療
養
中
に
バ
イ
ブ
ル
ク

ラ
ス
に
参
加
す
る
と
き
に
、
コ
ル
バ
ン
夫
人
の
と
こ
ろ
で
伊
人
と
知
り
合
っ
た
の
で

あ
る
。
伊
人
は
海
岸
を
散
歩
す
る
と
き
、
偶
然
に
Ｏ
と
出
会
っ
た
場
面
が
あ
る
。
そ

の
時
に
、
Ｏ
は
ゲ
ー
テ
の
「M

ignon

」（
ミ
ニ
ヨ
ン
の
歌
、
シ
ュ
ー
マ
ン
作
曲
）
を

歌
っ
た
。「
南
遷
」
は
ミ
ニ
ヨ
ン
の
歌
を
全
文
引
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
最
初
の
部

分
を
以
下
に
示
し
て
お
く
。

　

Kennst du das Land, wo die Zitronen blühn

　
　
　
（
知
っ
て
い
ま
す
か　

レ
モ
ン
の
花
咲
く
国
を
） 

　

Im
 dunkeln Laub die G

oldorangen glühn

　
　
　
（
暗
い
葉
陰
で
赤
々
と
し
た
オ
レ
ン
ジ
が
輝
き
）

　

Ein sanfter W
ind vom

 blauen H
im

m
el weht

　
　
　
（
柔
ら
か
い
風
が
青
い
空
か
ら
そ
よ
吹
き
）

　

D
ie M

yrte still und hoch der Lorbeer steht

　
　
　
（
ミ
ル
テ
の
花
は
静
か
に　

月
桂
樹
は
高
く
聳
え
る
）

　

Kennst du es wohl?

　
　
　
（
そ
の
国
を　

知
っ
て
い
ま
す
か
）

　

D
ahin! D

ahin

　
　
　
（
そ
こ
へ　

そ
こ
へ
）

　

M
öcht' ich m

it dir, o m
ein G

eliebter, ziehn!

　
　
　
（
私
は
あ
な
た
と
行
き
た
い　

あ
あ
愛
す
る
人
よ　

連
れ
て
行
っ
て
）

　

こ
の
部
分
を
聞
い
た
と
こ
ろ
で
、
郁
達
夫
は
「
彼
女
の
悲
愴
な
や
や
震
え
た
声
が

薄
暗
い
海
辺
の
空
中
で
揺
れ
動
い
て
響
い
て
い
る
。
彼
は
自
分
の
五
官
が
薄
い
紫
色

の
膜
に
す
っ
か
り
包
ま
れ
た
よ
う
な
気
が
し
た
」
と
書
い
た
。

　

Ｏ
は
伊
人
を
騙
し
た
東
京
の
若
い
人
妻
Ｍ
と
対
照
的
な
存
在
と
し
て
描
か
れ
、
精

神
的
な
愛
と
性
の
衝
動
に
苦
し
む
対
象
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
伊
人
は
性
的
欲
求

と
キ
リ
ス
ト
教
的
禁
欲
主
義
と
の
葛
藤
に
苛
ま
れ
、
Ｏ
に
告
白
せ
ず
に
悩
み
苦
し
ん

で
い
た
。
そ
れ
は
す
べ
て
キ
リ
ス
ト
教
の
倫
理
観
に
収
斂
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ

ろ
う
か
。
前
作
の
「
沈
淪
」
に
告
白
さ
れ
た
よ
う
に
、
主
人
公
が
抱
え
つ
づ
け
た
拭

い
き
れ
な
い
劣
等
感
で
あ
る
。
こ
の
劣
等
感
は
主
人
公
個
人
の
問
題
で
は
な
く
、
当

時
の
時
代
背
景
に
現
さ
れ
た
よ
う
に
中
国
の
直
面
し
た
国
内
と
国
際
の
状
況
に
よ
っ

て
醸
し
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

三
、
時
代
背
景

　

郁
達
夫
は
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
十
一
月
、
東
京
帝
国
大
学
経
済
学
部
に
入

学
し
、
翌
年
の
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
房
州
に
滞
在
し
た
可
能
性
が
高
い
と
言
わ

れ
て
い
る
。「
南
遷
」
は
作
者
の
実
体
験
が
下
敷
き
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
す
で
に

論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
郁
達
夫
の
日
本
人
観
に
は
、
当
時
彼
の
見
聞
し
た
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出
来
事
が
投
影
し
て
い
る
。
時
代
背
景
を
巨
視
的
に
見
る
と
、
大
正
七
年
か
ら
大
正

八
年
の
初
頭
に
か
け
て
二
つ
の
大
き
な
事
件
が
進
行
し
て
い
た
。

　

一
つ
は
、
中
国
の
北
京
政
府
と
広
東
政
府
⑨
の
対
立
と
い
う
南
北
対
立
の
問
題
で

あ
る
。
南
北
対
立
を
解
決
す
る
た
め
の
和
平
会
議
の
話
し
合
い
は
ま
と
ま
ら
ず
、
大

正
九
年
七
月
に
安
直
戦
争
⑩
が
勃
発
し
、
徐
世
昌
は
南
北
平
和
統
一
を
宣
告
す
る
も

の
の
、
孫
文
ら
広
東
政
府
は
不
承
認
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
祖
国
の
内

乱
と
社
会
不
安
は
、
郁
達
夫
の
一
連
の
作
品
に
お
け
る
主
人
公
の
憂
鬱
の
遠
因
と

な
っ
て
い
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
戦
後
処
理
に
お
け
る
山
東
問
題
で
あ
る
。
大

正
八
年
四
月
二
十
八
日
の
講
和
総
会
議
で
日
本
全
権
牧
野
伸
顕
が
山
東
還
付
と
い
う

日
本
の
主
張
を
声
明
し
、
四
月
三
十
日
に
講
和
総
会
議
で
日
本
の
要
求
を
承
認
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
五
月
四
日
に
北
京
大
学
の
学
生
を
始
め
と
す
る
三
千
人
の
学
生
が

抗
議
デ
モ
を
行
な
い
、
親
日
派
と
言
わ
れ
る
曹
汝
霖
交
通
総
長
を
始
め
、
陸
宗
輿
前

駐
日
公
使
お
よ
び
帰
国
中
の
章
宗
祥
駐
日
公
使
の
邸
宅
を
襲
撃
し
た
。
こ
の
一
連
の

問
題
の
発
端
は
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
一
月
十
八
日
に
大
隈
重
信
内
閣
が
袁
世
凱

政
府
に
提
出
し
た
五
号
二
十
一
ヶ
条
の
要
求
で
あ
る
。
同
要
求
は
同
年
五
月
四
日
の

閣
議
を
経
て
、
対
華
最
後
通
牒
案
と
し
て
決
定
さ
れ
、
七
日
に
日
置
公
使
よ
り
中
国

外
交
総
長
に
交
付
さ
れ
、
九
日
に
中
国
政
府
が
受
諾
、
二
十
五
日
に
交
換
公
文
に
両

国
政
府
が
調
印
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
後
の
山
東
問
題
を
引
き
起
こ
し
、「
五
・
四
」

運
動
の
導
火
線
と
な
っ
た
。

　

北
京
大
学
の
学
生
ら
の
抗
議
デ
モ
に
つ
い
て
、『
東
京
朝
日
新
聞
』（
大
正
八
年
五

月
六
日
付
）
は
第
二
面
に
次
の
よ
う
に
報
道
し
て
い
る
。

　

北
京
排
日
暴
動　

千
余
名
の
学
生
曹
汝
霖
邸
焼
打
、
章
公
使
重
傷
を
負
ふ
。
四

日
北
京
特
派
員
発

　

第
一
報　

四
日
正
午
よ
り
北
京
大
学
学
生
を
初
め
千
余
名
の
学
生
安
定
門
に

集
ま
り
国
賊
曹
汝
霖
、
売
国
奴
陸
宗
輿
、
章
宗
祥
、
山
東
を
返
せ
等
書
き
た
る

旗
を
押
立
て
示
威
運
動
を
為
し
其
の
一
部
は
巡
警
等
と
衝
突
し
既
に
東
単
牌
楼

石
大
人
胡
同
な
る
曹
汝
霖
邸
を
襲
ひ
今
や
同
邸
を
焼
打
し
つ
ゝ
あ
り
曹
汝
霖
は

私
邸
に
あ
ら
ざ
り
し
為
無
事
な
り
（
午
後
八
時
十
分
発
）

　

第
二
報　

曹
汝
霖
邸
の
焼
打
は
巡
警
消
防
の
努
力
に
依
り
邸
宅
は
半
焼
と
な

り
て
収
ま
り
襲
撃
せ
る
学
生
も
多
数
の
負
傷
者
を
出
し
た
る
が
曹
汝
霖
氏
は
章

宗
祥
氏
と
倶
に
総
督
府
の
園
遊
会
よ
り
帰
り
談
話
中
に
襲
撃
を
受
け
早
く
も
家

族
と
共
に
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
逃
れ
た
る
も
章
氏
は
後
頭
部
に
重
傷
を
受
け
仏

国
病
院
に
入
院
せ
り
陸
宗
輿
氏
の
邸
は
三
百
の
巡
警
を
以
て
警
戒
し
つ
ゝ
あ
る

を
以
て
無
事
な
り
尚
彼
等
学
生
の
押
立
て
た
る
旗
は
前
電
の
外
倭
奴
追
払
ふ
べ

し
と
か
其
他
日
本
に
対
し
て
非
常
の
侮
辱
的
言
辞
を
書
き
聯
ね
た
り
（
午
後
九

時
三
十
五
分
発
）

　

関
連
記
事
と
し
て
、
第
五
面
に
「
排
日
暴
動
の
中
心
北
京
大
学
生　

服
部
博
士

が
骨
折
つ
た
学
校　

学
生
は
地
方
富
豪
の
息
子　

暴
動
は
今
後
各
地
に
波
及
せ
ん
」

と
、
北
京
大
学
や
学
生
の
出
身
な
ど
を
説
明
し
、
終
い
に
「
某
消
息
通
」
の
情
報

と
し
て
「
軍
隊
巡
警
等
の
実
力
者
が
加
は
つ
て
居
ら
ぬ
か
ら
暴
動
と
し
て
は
大
き
く

は
な
い
が
排
日
気
勢
は
必
ず
大
き
く
な
る
に
相
違
な
い
と
」
付
け
加
え
た
。
さ
ら
に

「
北
京
の
三
人
男　

憎
い
坊
主
の
袈
裟
扱
ひ
を
受
け
た
若
手
の
俊
才
」
と
い
う
記
事

で
学
生
か
ら
槍
玉
に
挙
げ
ら
れ
た
曹
、
陸
、
章
三
人
を
紹
介
し
、「
押
寄
せ
た
曹
氏

邸　

北
京
内
城
に
あ
る
大
臣
町
」
な
ど
の
記
事
で
追
加
報
道
を
し
て
い
る
。

　

北
京
の
抗
議
デ
モ
の
情
報
が
日
本
に
伝
わ
っ
た
後
、
す
ぐ
留
学
生
の
間
に
大
き
な
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反
響
を
引
き
起
こ
し
た
。『
東
京
朝
日
新
聞
』（
五
月
六
日
付
）
は
第
五
面
に
「
支
那

留
学
生
間
に
流
説　

公
使
館
打
消
す　

北
京
に
於
け
る
支
那
学
生
暴
動
の
報
東
京
留

学
の
支
那
学
生
に
伝
は
る
や
諸
説
紛
ゝ
と
し
て
穏
か
な
ら
ず
、
明
日
七
日
支
那
公
使

館
に
於
て
大
会
を
開
催
す
べ
し
と
の
噂
拡
ま
り
大
い
に
排
日
の
気
勢
を
高
め
ん
と
す

る
も
の
も
あ
れ
ど
同
館
に
て
は
極
力
そ
の
噂
を
打
消
し
つ
ゝ
あ
り
全
く
無
根
の
こ
と

に
過
ぎ
ず
と
」、
短
く
伝
え
て
い
る
。

　

こ
の
報
道
に
合
わ
せ
た
よ
う
に
、
第
四
面
に
「
中
華
留
学
生
鑒　

本
館
為
代
表

国
家
機
関
除
特
派
大
使
外
向
無
任
意
外
借
開
会
及
宴
会
之
例　

七
日
在
本
館
開
会

之
説
純
属
謡
伝
幸
誤
信　

此
啓　

中
華
民
国
駐
日
本
公
使
館
」（
中
華
留
学
生
に
告

ぐ   

本
館
は
国
家
を
代
表
す
る
機
関
で
あ
り
、
駐
在
大
使
を
除
き
、
外
部
に
対
し
て

は
会
議
や
宴
会
に
場
所
を
提
供
し
た
前
例
な
く
、
七
日
に
本
館
で
会
議
を
招
集
す
る

と
い
う
こ
と
は
デ
マ
の
類
に
過
ぎ
ず
、
信
ず
る
に
値
し
な
い
。
中
華
民
国
駐
日
本
公

使
館
）と
広
告
を
出
し
て
、
公
使
館
で
の
抗
議
大
会
開
催
を
強
く
否
定
し
て
い
る
が
、

七
日
に
は
中
国
人
留
学
生
は
約
二
千
名
、
予
定
通
り
東
京
の
三
宅
坂
、
葵
橋
、
虎
ノ

門
の
三
カ
所
に
集
ま
り
、
中
央
大
学
の
学
生
周
天
爵
の
指
揮
の
下
で
、
中
国
公
使
館

に
向
か
っ
て
行
進
し
た
が
、
二
百
五
十
名
の
巡
査
と
三
十
名
の
憲
兵
に
進
路
を
阻
ま

れ
た
た
め
、
二
手
に
分
か
れ
て
、
各
国
公
使
館
を
訪
れ
、
ス
イ
ス
公
使
と
ロ
シ
ア
公

使
館
の
一
等
書
記
官
と
面
会
を
し
、
英
文
の
嘆
願
書
を
手
渡
し
た
。
一
行
は
再
び
中

国
公
使
館
に
向
か
う
が
、
警
戒
中
の
憲
兵
警
官
約
百
名
と
衝
突
し
、
慶
應
大
学
の
学

生
李
子
雲
を
始
め
、
留
学
生
六
名
が
拘
束
さ
れ
た
。
報
道
に
よ
る
と
、
当
日
は
李
子

雲
ら
十
一
名
が
警
視
庁
に
連
行
さ
れ
た
ほ
か
、
表
町
署
に
は
張
好
善
、
趙
雲
二
名
、

麹
町
署
に
は
除マ

マ
景
新
、
譚
政
、
黄
霖
生
ら
二
十
一
名
、
併
せ
て
三
十
四
名
の
留
学
生

が
拘
束
さ
れ
た
。
翌
日
八
日
に
は
、
麹
町
署
に
連
行
さ
れ
た
張マ

マ

景
新
⑪
ら
二
十
一
名

は
釈
放
さ
れ
た
が
、
二
十
日
に
東
京
地
方
裁
判
所
刑
事
二
部
法
廷
で
一
高
在
学
中
の

杜
中
ら
七
名
に
対
す
る
第
一
回
の
公
判
が
始
ま
っ
た
。

　

東
京
の
留
学
生
た
ち
の
抗
議
デ
モ
は
、
か
な
り
大
規
模
に
展
開
さ
れ
、
当
時
の
緊

迫
感
が
ほ
ぼ
百
年
前
の
新
聞
報
道
で
も
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
く
る
。
郁
達
夫
は
こ

の
時
期
に
ま
だ
八
高
の
卒
業
を
控
え
、
名
古
屋
に
い
て
、
デ
モ
を
目
撃
し
て
い
な

か
っ
た
が
、
新
聞
報
道
を
通
し
て
デ
モ
の
様
子
を
把
握
し
、
留
学
生
た
ち
の
心
情
に

共
感
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
体
験
は
「
南
遷
」
の
主
人
公
の
心
情
の
吐
露
に

通
じ
、
そ
の
日
本
人
観
に
影
を
落
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

北
京
大
学
の
学
生
た
ち
が
抗
議
デ
モ
の
後
、
大
隈
内
閣
の
最
終
通
牒
で
あ
る
五
月

七
日
を
国
恥
記
念
日
と
し
、
北
京
で
国
民
自
決
大
会
を
召
集
し
た
り
全
国
に
打
電
し

た
り
し
て
、
近
代
初
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
高
め
た
。
抗
議
運
動
は
す
ぐ
中
国
全
土

に
波
及
し
た
。
五
月
に
は
、
山
東
省
、
天
津
、
上
海
、
蕪
湖
、
南
京
、
長
春
、
常

徳
、
福
州
、
六
月
に
は
、
香
港
、
広
東
、
上
海
な
ど
に
飛
び
火
し
て
、
激
し
い
抗
議

運
動
に
発
展
し
て
い
っ
た
。
六
月
五
日
に
上
海
の
日
系
紡
績
工
場
で
二
万
人
の
労
働

者
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
敢
行
し
、
上
海
の
商
人
ら
も
こ
れ
に
呼
応
し
て
罷
市
を
開
始

し
、
抗
議
活
動
は
さ
ら
に
中
国
各
地
に
広
ま
っ
た
。
六
月
十
八
日
に
、
北
京
と
天
津

の
学
生
が
大
請
願
運
動
を
起
こ
し
、
七
月
十
九
日
に
旧
満
州
の
寛
城
子
で
日
中
の
軍

隊
が
衝
突
し
た
。
さ
ら
に
、
十
一
月
十
六
日
に
、
日
本
浪
人
百
名
余
り
が
福
州
で
抗

議
デ
モ
の
学
生
ら
に
暴
行
を
行
い
、
い
わ
ゆ
る
福
州
事
件
を
引
き
起
こ
し
た
⑫
。
学

生
た
ち
を
応
援
す
る
た
め
に
、
福
州
の
学
生
や
商
人
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
し
、
二
十
一

日
に
北
京
と
上
海
で
相
次
い
で
抗
議
運
動
が
起
き
た
。
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
一

月
三
十
一
日
に
、
北
京
の
学
生
ら
は
山
東
問
題
に
つ
い
て
の
日
中
直
接
交
渉
に
反
対

す
る
た
め
に
、
抗
議
デ
モ
を
行
い
、
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
五
月
二
十
二
日
に

中
国
政
府
は
山
東
問
題
に
つ
き
、
直
接
交
渉
を
拒
絶
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
中
華
民
国
は
一
九
一
二
年
に
近
代
国
家
と
し
て
成
立
し
た
も
の
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の
、
国
内
に
お
い
て
軍
閥
同
士
の
戦
い
が
絶
え
ず
、
分
裂
状
態
に
あ
る
。
そ
れ
に
乗

じ
て
、
日
本
政
府
は
独
善
的
か
つ
高
圧
的
な
対
中
政
策
を
取
り
な
が
ら
、
借
款
を
利

用
し
て
二
十
一
ヶ
条
の
よ
う
な
条
件
を
呑
ま
せ
、
独
占
的
な
国
益
を
獲
得
し
よ
う
と

し
た
。
そ
の
た
め
、
日
中
関
係
は
険
悪
な
ム
ー
ド
に
包
ま
れ
、
在
日
の
留
学
生
た
ち

の
対
日
感
情
も
悪
化
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
件
は
『
東
京
朝
日
新
聞
』
の
よ
う
な

メ
デ
ィ
ア
に
よ
り
報
道
さ
れ
、
留
学
生
た
ち
の
間
で
広
く
知
れ
わ
た
っ
て
い
た
。
特

に
、
五
月
七
日
に
東
京
で
行
わ
れ
た
留
学
生
た
ち
の
抗
議
デ
モ
が
、
警
官
と
の
衝
突

事
件
に
発
展
し
、
逮
捕
者
が
出
た
と
い
う
こ
と
は
、
在
日
留
学
生
た
ち
に
大
き
な
衝

撃
を
与
え
た
。
郁
達
夫
は
た
と
え
そ
の
場
面
を
目
の
あ
た
り
に
し
な
く
て
も
、
在
日

留
学
生
の
一
員
と
し
て
当
然
、
影
響
を
受
け
た
わ
け
で
、
彼
の
日
本
観
に
暗
い
影
を

落
と
し
た
。
こ
れ
が
「
南
遷
」
に
描
か
れ
た
人
物
像
の
伏
線
を
な
し
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
が
学
生
Ｂ
と
Ｋ
の
人
間
像
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　

郁
達
夫
は
、
第
一
創
作
集
『
沈
淪
』
で
、
現
代
人
の
苦
悶
で
あ
る
「
生
の
苦
悶
」

と
「
性
の
苦
悶
」
を
描
い
た
。
小
説
の
主
人
公
は
新
時
代
の
教
育
を
受
け
、
人
生
の

理
想
に
燃
え
な
が
ら
も
、
遅
れ
た
社
会
の
現
実
と
の
矛
盾
や
葛
藤
の
中
で
、
余
儀
な

く
挫
折
感
を
味
わ
い
、
余
計
者
と
し
て
の
意
識
を
持
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
中
で
、「
南

遷
」
は
ほ
か
の
二
編
と
異
な
り
、
明
る
い
風
景
の
描
写
が
あ
り
、
房
総
で
出
会
っ
た

人
物
が
登
場
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
浪
漫
主
義
文
学
の
香
り
が
漂
っ
て
い
る
作
品
で
あ

る
。

　
「
南
遷
」
で
は
、
郁
達
夫
は
風
景
を
物
語
の
展
開
に
沿
っ
て
意
識
的
に
布
置
し
た

舞
台
背
景
と
し
て
位
置
づ
け
し
、
Ｃ
夫
人
を
始
め
、
概
念
的
で
対
照
的
な
人
物
を
描

い
た
が
、
大
正
八
年
前
後
の
時
代
に
起
き
た
社
会
的
な
出
来
事
に
触
れ
よ
う
と
し
な

か
っ
た
。
こ
れ
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
明
ら
か
に
「
赤
裸
々
な
自
己

告
白
」
を
標
榜
す
る
日
本
自
然
主
義
の
影
響
を
受
け
た
告
白
小
説
の
影
響
お
よ
び
作

家
の
身
辺
雑
事
を
題
材
と
す
る
私
小
説
の
影
響
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。「
沈
淪
」
に

は
、
ま
だ
「
中
国
、
あ
あ
、
中
国
、
あ
な
た
は
ど
う
し
て
強
く
な
ら
な
い
の
か
？
」

と
い
う
よ
う
な
叫
び
が
あ
っ
た
が
、「
南
遷
」
で
は
、
神
経
と
肉
体
の
悩
み
だ
け
に

終
始
し
、
強
烈
な
政
治
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
信
さ
れ
て
い
な
い
。
だ
が
、
房
総
を

理
想
郷
と
し
て
描
い
た
こ
の
作
品
は
、
当
時
の
読
者
に
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
幻
想
を
抱

か
せ
、
現
在
の
読
者
に
も
か
つ
て
の
牧
歌
的
な
原
風
景
を
連
想
さ
せ
る
機
会
を
与
え

た
。
ま
た
、
図
ら
ず
も
大
正
初
期
の
房
総
の
風
景
と
人
間
の
記
録
と
し
て
現
代
ま
で

残
り
、
そ
の
価
値
が
時
代
に
よ
っ
て
見
直
さ
れ
、
異
な
る
側
面
か
ら
評
価
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、「
南
遷
」
は
房
総
半
島
に
残
し
た
中
国
人
留
学

生
の
足
跡
と
し
て
、
留
学
生
研
究
に
も
資
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
な
ろ
う
か
。

① 

郁
達
夫
は
そ
の
後
、
教
鞭
を
執
り
、
ま
た
上
海
、
武
漢
、
福
州
な
ど
で
抗
日
宣
伝
活
動
に

携
わ
り
、
一
九
三
八
年
末
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
渡
り
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
し
て
活
躍
し
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
日
本
軍
の
手
に
陥
落
し
た
後
、
彼
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
マ
ト
ラ
島
に

亡
命
し
、
名
前
を
変
え
て
暮
ら
し
て
い
た
。
現
地
で
唯
一
日
本
語
に
精
通
す
る
人
で
あ
る

た
め
、
日
本
軍
に
駆
り
出
さ
れ
て
通
訳
を
務
め
た
が
、
一
九
四
五
年
八
月
九
日
に
、
日
本

軍
の
憲
兵
に
殺
害
さ
れ
た
。
享
年
四
十
九
歳
で
あ
る
。
そ
の
遺
骸
は
い
ま
だ
に
所
在
不
明

で
あ
る
と
い
う
。
最
近
、
当
時
の
憲
兵
の
生
存
者
の
証
言
が
世
に
出
た
こ
と
か
ら
、
日
中

の
学
者
の
間
で
マ
ス
コ
ミ
を
巻
き
込
ん
で
論
争
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

② 

初
出
は
、
上
海
『
時
事
新
報
』
副
刊
「
学
灯
」（
一
九
二
一
年
七
月
七
〜
九
日
、
十
一
〜

十
三
日
）
で
あ
る
。

③ 

気
象
庁
の
観
測
デ
ー
タ
（http://www.data.jm

a.go.jp

）
を
参
照
。
館
山
の
気
象
デ
ー
タ
が
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な
い
た
め
、
近
く
の
勝
浦
の
記
録
を
使
用
し
た
。

④ 
粕
谷
常
吉
『
房
州
に
光
を
掲
げ
た
人
々
―
房
州
伝
道
百
年
小
史
―
正
・
続
編
』（
聖
公
会
出

版
・
事
業
部
、
一
九
七
三
年
初
版
、
一
九
八
九
年
改
訂
）
や
大
澤
克
次
編
集
『
コ
ル
バ
ン

先
生
の
思
い
出
』（
日
本
聖
公
会
、
横
浜
教
区
南
三
原
聖
ル
カ
教
会
、
二
〇
〇
四
年
）
を
参

照
。

⑤ 

成
瀬
雅
男
『
石
川
啄
木
の
遺
族
に
つ
な
が
る
少
年
の
日
の
思
い
出
』（
千
葉
県
安
房
郡
白
浜

町
役
場
、
一
九
七
〇
年
）
九
頁
〜
十
一
頁
を
参
照
。

⑥ 

高
橋
み
つ
る
「
郁
達
夫
『
南
遷
』
の
背
景
―
館
山
・
コ
ル
バ
ン
夫
人
・
北
条
教
会
―
」（
前

出
）
と
平
本
紀
久
雄
『
コ
ル
バ
ン
夫
人
―
房
州
に
捧
げ
ら
れ
た
人
』
崙
書
房
（
二
〇
〇
八
年
）

を
参
照
。

⑦ 

「
南
遷
」
の
主
人
公
は
「
伊
人
」
と
い
う
名
前
を
与
え
ら
れ
た
が
、
主
人
公
の
気
持
ち
以

外
に
登
場
人
物
の
心
理
を
描
い
た
こ
と
が
な
い
こ
と
か
ら
、
や
は
り
私
小
説
の
要
素
が
強

い
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

⑧ 

『
コ
ル
バ
ン
先
生
の
思
い
出
』（
大
澤
克
次
編
、
日
本
聖
公
会
横
浜
教
区
南
三
原
聖
ル
カ
教

会
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）
に
お
け
る
鶴
谷
（
旧
姓
根
本
）
二
代
氏
の
回
想
に
よ
る
。

⑨
一
九
一
七
年
北
京
軍
閥
に
対
抗
し
て
孫
文
が
た
て
た
軍
政
府
。

⑩ 

北
洋
軍
閥
内
部
の
段

瑞
ら
安
徽
派
対
曹
錕
ら
直
隷
派
の
戦
争
。
直
隷
派
が
勝
利
し
、

一
九
二
四
年
ま
で
北
京
政
府
の
実
権
を
握
っ
た
。

⑪
『
東
京
朝
日
新
聞
』（
大
正
八
年
五
月
八
日
と
九
日
付
）
の
掲
載
記
事
に
よ
る
。

⑫
一
九
一
九
年
十
一
月
二
十
二
日
付
の
上
海
『
申
報
』
を
参
照
。

（
ら
ん　

で
ん
ぶ
・
本
学
国
際
人
文
学
部
国
際
交
流
学
科
准
教
授
）


